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  1． The effect of 1－methyl－5－chloroindoline methylbromide・ （S－6） tablets on paralytic ．disorders of
the bladder was compared with that of a． placebo employing a double blind method．
  2． ．Global ．as．sessment of the results by the Research Group indicated that’a more marked effect
．．Was noted in．狽??S’6－treated．grQup than量n the placcbo－treated groqp．
  3．t BladdcY ．fgnctioti’ tests reve4．lcd t．hat．・improvcment of the first desire to void （FDV）， lpaximum
desire to void （MDV） and bladder capacity （BC） was more pronounced in the S－6－treated group
than in the placebo－treated groyp． ．
  4．As regards the su切ective symptoms， improvement of desire to urinate was signi丘cantly Inore












  5．Whe1ユthe effect of S－6 was evaluated by dividing paralytic disorders of the bladder into neuro・
genic disorders of the bladder having a certain neurogenic background factors and other types of
paralytic disorders of ’狽??bladder （including hypotonic bladder， dysuria and enuresis）， it was
found that in the former group there was ho si，gnificant difference in the effcct between S－6 and the
placebo but in the latter group the effectiveness of S－6 was noted．
  6． There was no significant difference in the incidenge of adverse reactions between the S－6－treated
and placebo－treated groups．
  7． ln view of the above， it is consiclered that S－6 is effective against paralytic disorders of the bladder
and it is expected that satisfactory clinical results will be produced with the drug in the future．
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 本試験における使用薬剤は，S－6錠（1錠中に1－














































































評価項目 ス  コ  ア  （点）
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併 用 薬 剤 S－6テスト（感作試験） 取止 思量@（ml）
最大尿思量
@（ml） 最大内圧（mmHg） 残尿量（m1） 膀胱容量（ml）膀胱効率 自  覚  症  状
薬剤番号 性別年齢
入院















A B G D E F（％） 膀胱機能判定 膀胱充満感 尿   意 排尿状態 主 治 医麹∑ｻ定
研究会判定
副  作  用













女 27 外 低緊張性膀胱
男34外排尿困難




女 49 外 神経因性膀胱
男52外神経因性膀胱
A－1一②驚繭旛慢性膀胱炎216
B－2    なし      なし    168
 C  なし 高血圧症84B－1一②尿道狭窄心筋硬塞240
 G    なし      なし   252
A－2一②糖  尿  病    なし   252
A－2一①直腸癌術後  なし  252


















     ウロサイダル
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20 200 2320310－1QO．66．5不 変























































































































軽度改善 不  変















7－A男 72 外 神経因性膀胱 A－1一①脳  卒  中 膀  胱  炎 252 なし パナシッド 完了 適 120 100 120110工70 ○ 2802102 48 3 785 3 19Q3 1103 2 280210一 7067．952．4中等度改善 1 2 1 3 1 2 1 3 3 2 1 3 中等度改善 中等度改善 なし
ンーG 女 73 外 神経因性膀胱   （`－1一②変形性腰椎症 膀  胱  炎 168ウロサイダル ウロサイダル ■      ＿  ．ｮ∫適 220 40056 4002403000 4304501 48 3 342 O 100 2 工70 3 0 430450十2023．337．8悪   化 3 3 2 1 3 3 2 1 3 3 2 1 悪   化 悪   化 なし
9－B男 5 外 低緊張性膀胱 B一ト② 尿 道 狭 窄 膀  胱  炎 126トリプタトル なし 完了 適 55 140 56 70 402 190 12040 2 524 3 12 ○ 2 0 2 190120一 70 6．31．7中等度改善 3 3 2 1 3 2 1 3 3 1 1 3 著明改善 下等度改善 なし
9－D男 12 外 遺 尿 症 G なし なし 126トリプタトル なし 完了 適 工OO 220 58 11090i 270 2401 52 4 483 ○ 40 1 30 1 2 270240一3014．812．5不   変 2 2 2 1 3 3 2 1 3 3 2 1 不   変 不   変 なし
10－A男 45外 排尿困難 G なし なし 252 なし なし 脱落 適 50 280 70 280 80 320 42 3 33Q
10－B女 55 外 排尿困難 G なし なし 252 なし なし 完了 適 120 300 70 3101801302 3603201 40 2 645 4 40 工 0 Q 4 38Q」330L5010。5○ 著明改善 3 2 1 3 3 2 1 3 3 1 1 3 著明改善 著明改善 なし
11－A女 68 外 低緊張性膀胱 B－2 なし 膀  胱  炎 252パナシッド{ルタレン
ウロサイダル
VE・MG完了 適 270 33070 3303002501 400 3401 46 3 524 2 5 0 3 ○ 2 400340一 60 1．30．9中等度改善 3 2 1 3 3 2 1 3 3 2 1 3 中等度改善 中等度改善 Magenbeschwerde11－D男 8Q 外 排尿困難 G なし なし 王68胃   薬 パナシッド 完了 適 UO 280 50 280130工30 1 330 3101 40 2 322 1 30 1 15 0 4 330310一209．1 4．8不   変 2 2 2 1 3 3 2 1 3 3 2 1 不   変 軽度改善 なし
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13一（〕 女 70 外 低緊張性膀胱 B－2 なし 慢性関節リウマチ 168リウマチ薬 リウマチ薬 完了 適 5103002 8003602 33 2 524 3 4204 52 2 6 800360一44052．51生4中等度改善 1 1 2 1 1 1 2 1 3 1 1 3 中等度改善 中等度改善 なし
14－A男 67 外 低緊張i生膀胱 B－2 降圧剤長期服用 高  血  圧 168抗高血圧剤ｸ神安定剤 なし 完了 適 2001601 5504002 28 1 584 4 1103 10 ○ 8 550400一15020．02．5著明改善 1 1 2 1 3 1 1 3 3 1 工 3 著明改善 著明改善 なし






















































s   変
32 22 12 31 33 12 11 33 33 13 12 31 著明改善





16－B男 36 外 排尿困難 G なし 大腿骨骨折入院 252 なし なし 完了 適 170 420 50 4201801501 4104001 50 3 705 3 40 1 10 ○ 4 410400一 10 9．72．5中等度改善 3 1 工 3 3 2 1 3 3 2 1 3 中等度改善 中等度改善 なし
17－G女 54 外 神経因性膀胱 A－1一②変形性脊椎症 なし なし なし 脱落 適 300 48Q 30 480300 500 19 0 28 1 500 5．6
17－D男 58 外 神経因性膀胱 A－2一②糖  尿  病 なし 252 なし ジメ リ ン 完了 適 200 30068 3003002002 45Q 4501 45 3 19 ○ 0 ／ミルー 50 工 2 450450 ○ 11．1悪   化 3 2 1 3 3 2 1 3 3 2 1 3 不   変 軽度改善 なしン留置
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不   変 3工 3 2 1 32 3 2 1 33 3 2 1 軽度改善 軽度改善 胃部軽度不快感
21－A女 78 外 低緊張性膀胱 B－2 なし なし 168 なし なし 完了 適 4701202 6003202 40 2 524 3 3804 O 0 10 600320一28063．3O 著明改善 3 2 1 3 3 2 1 3 3 2 1 3 著明改善 著明改善 なし
























































23－B男 59 外 低緊張性膀胱 B－1一①前立腺肥大症 なし 252エピプロスタット なし 完了 適 200 350 64 350350 3201 5004201 lO 0 785 6 15 0 10 ○ 2 50Q420一 80 3．02．4著明改善 3 2 1 3 3 2 1 3 3 2 1 3 著明改善 中等度改善 なし
23一一G女 77 外 低緊張性膀胱 B－2 なし なし 126 なし なし 完了 適 300 450 40 4503003001 5005QO工 2Q ○ 20O 1 20 0 30 1 ○ 500500 0 4．O6．○ 不  変 3 3 2 1 3 3 2 1 3 3 2 1 不   変 不   変 下痢
24－B女 64 外 排尿困難 G なし なし 252 なし なし 脱落 適 190 25Q 52 220 360 48 3 3 3 3
24－D男 22 外 排尿困難 G なし 前 立 腺 炎 252 なし なし 完了 適 150 350 53 35016Q 1501 4502502 34 2 604 3 16 O 15 ○ 2 450250一2003．66．O中等度改善 3 1 1 3 3 1 1 3 3 1 1 3 中等度改善 中等度改善 なし
25－G女 69 外 神経因性膀胱 A－2一①直腸癌術後 腰 椎側 湾 252パナシツド。ピタメWン・DDE なし 完了 適 180 230 44 230130190 O280 22032 2 55 4 3 13．50． 10．00 2 280220一 6Q 4．8 4．5不   変 3 3 2 1 3 2 1 3 3 3 2 1 不   変 軽度改善 なし
25－D女 51 外 神経因性膀胱 A－2一①子宮筋腫術後 なし 252 なし なし 完了 適 145 380 55 3801601002 4505301 18 o 625 6 8．5 O 7．5O 2 45Q530十80L9L5中等度改善 3‘ 3 2 1 3 2 1 3 3 ．1 1 3 中等度改善 中等度改善 なし
26－A男 67 入 神経因性膀胱 A－2一②糖  尿  病 膀胱炎・尿道狭?E前立腺結石 216パナシッド ・リラン^ール糖尿薬 パナシッド・リラン^ール糖尿薬 完了 適 380 520 42 5002502 600 4502 40 2 463 2 3004 30 1 8 600450一15020．O6．7著明改善 3 3 2 1 3 2 1 3 3 2 1 3 著明改善 著明改善 なし
27－B女 57 外 神経因性膀胱 A－2一①子宮癌術後 膀胱炎・腎孟腎炎 252、 なし Festal完了 適 210 27056 270330402 4003201 32 2 594 3 80 2 13 o 6 40Q 320一 8020．O4．1著明改善 3 3 1 3 3 3 1 3 3 3 1 3 中等度改善 著明改善 なし
27－D男 39 外 神経因性膀胱 A－2一②糖  尿  病 なし 252 なし なし 脱落 適 200 48091 480420 630 80 5 3504 630
P1aceb・投与群
併用 薬剤 S－6テスト（感作試験） 最小尿意量@（m1） 最大尿思量@（ml） 最大内圧（mmH：g） 残尿量（ml） 膀胱容量（ml）膀胱効率 自  覚  症  状
薬剤番号性別 年齢
入院
O来の別 診 断 名 分類記号 基礎疾患 合  併  症
薬剤投与量 症例下翼
A B C D  」d F（％） 膀胱機能判定 膀胱充満感 尿   意 排尿状態 主 治 医麹∑ｻ定
研究会判定
副  作  用
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   グレード                     スコア蜘．へ蕉
 回 最大内圧
  グレード                  スコア｛驚鵬！滞
 ㈲ 最小尿意量および最：大尿意量
   クレード                   スコア
   ○  寸寸の21％以上減少       2
   1 前値の一20～＋20％の変化（不変） 1
   2  前値の21％以上の増加      O
 ⇔ 自覚症状
   膀胱充満感，尿意，．排尿状態の主治医判定によ
   って 改善3点，不変エ点，悪化○点とする．
3．研究会総合判定
ス   コ   ア
著 効 29，崇ミ ～ 20，点
中鞭有V
軽度有効
1 9 ！！ ．N． 1 5 11
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   男 性
   女 性
3．年  齢
   O”一9
   10 代
   ・・代1
   3Q 代
   40代
   50代
   60代
   70代










X2＝O．Q49く3．841      NS
Z2＝＝O．410く3．841











            （神経因性膀胱）
D中枢性 ①脳性      A－1一①
      ②脊髄性     A－1一②
2）末梢性 ①手術後のもの  A－2一①
      ②糖尿病その他  A－2一②
明らかな神経因性の基礎疾患を認めないもの
            （低緊張性膀胱）
1）下部尿路通過障害のあるもの
      ①前立腺肥大症  B－1一①
      ②尿道狭窄その他 B－1一②
2）下部尿路通過障害のないもの B－2
4．入外来別
   入 院
   外 来
5。基礎疾患
    有




















   〈エ5．507







x2 ＝＝4． 758＞3・ 841




    有


















      SIG
16    31  Z2 ＝・○．030く3．841
















 14日～20日目 19   19  38
 21日中27日   2エ   23   44
X2＝＝O．042く3．841
      NS
飢遺嘱
A－1一① 2 ○ 2
A－1一② 5 9 14
A－2一① 7 7 14
A－2一② 3 4 7 X2＝5．406@＜14．067B－1一① 2 3 5 NS
B一工一② 3 6 9
B－2 7 6 13










  Table 9・研究会総合判定〈脱落を含む〉’
顯計量羅不変i悪化計騨
s一宇       IP 群
62 16
P2










    1
S－6群
P副
  6 Fo i 一 tio 1（，2，9．（12SO）

















U，＝1068 U2 ＝＝ 652
T＝＝8054．5 Z一一1．959

































  1 16 116
@ 12112 工2
P16
l l  5  1
@12  0

























o 38脇               一
尿意 一6
o
               U望鰯6呂・粥5
@              P－0，332（両側）
@           NS
@              UI＝112ワUz二553
@                 S19
@              ∪丁臆867咳罫813
@                Z二Q305
@              P＝Oワ64〔両イ醐
@                  NS
      一      ＝二＝’園’R33％



































































































































































y罵2．415  P＝O．016（両側）  SIG＊
U1罵3545  U2＝151．5
y＝2・423  P＝0．016（両側）  SIG＊
注）研究会総合判定の有効率は十以上を有効として求めた． ＊ SIG （P〈O，05）
Table 12， 層 別 化 判 定
主治医総合判定（GIR） 研 究 会 総 合 判 定































































1  7  0

















































































 上 側  Ui・＝158．5〈Uo．e5＝170
1下側U・＝・ 81・5＞U・…一7・ NS
S，6群14・糊・
9   8   4   0   工3／25 （52．0）



























最大尿意量最小尿意旦里 残尿量 最大内圧 膀胱容量
前後の差の群団比較
七＝2コggt－2．938七＝O，ワ53圭＝0，ワ36t＝2，87t箒1．日4
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